


































































3 『郭嵩燾日記』第 3巻（長沙：湖南人民出版社、1982年）、光緒 4年 7月 10日、599頁。なお郭嵩燾は、
Leisure Nobleについて、光緒 4年 3月 23日の日記で「婦女考求学問会堂」と記している。『郭嵩燾日記』
第 3巻、489頁。またこのアソシエーションの委員である「克里」（西洋名未詳）は、郭嵩燾に対し、
郭の出使以後、従来中国に批判的であったイギリスの人々が中国を重視し、中国の学問を研究しよ
うとするようになったと述べたという。『郭嵩燾日記』第 3巻、光緒 4年 7月 9日、598頁。
4 前掲拙著、第 4章第 3節を参照。
5 郭嵩燾は、日記（光緒 3年 10月 29日および光緒 3年 11月 18日の条）で、イギリスにおける人材
学問の発展を論じる中で、「会」（ソサエティ）について描写している。『郭嵩燾日記』第 3巻、356頁、







































































































































































































































































































































































































　　本文的目的是探讨郭嵩焘的《周礼》“九两”诠释。《周礼 •天官 • 大宰》中的“九
两”，是圣人为了建构人与人之间良好关系而创造的九种方法。郭嵩焘特别重视其
中的 “友”，并试图透过 “友” 这个概念来解释西方各种社团的意义。
　　本文将借由比较郭嵩焘的 “友” 诠释及其与历代代表性注释家如郑玄、贾公彦、
江永、吕飞鹏、孙诒让等的异同，以阐明郭嵩焘的 “友” 诠释在中国思想史上的
几个特点。值得注意的是，郭嵩焘结合了 “九两” 中的 “友” 和《论语 • 颜渊》“以
文会友” 的 “友” 观，以主张知识分子团体的社会意义。郭嵩焘认为，知识分子彼
此之间的良好关系将产生良善的人心风俗，最终也将对国家的安宁造成影响。对
郭嵩焘而言，“九两” 可谓是一个为了改善知识分子间的相互关系，并据以构筑国
家整体秩序的重要理论。
